
─ 97 ─

第
三
部　

講
演
会

 講
演
録

〈学習支援・教育開発センター　授業デザイン研究会〉〈学習支援・教育開発センター　授業デザイン研究会〉
日頃授業について考えているあれこれ
──１年生のデータサイエンス科目を中心に──

講師：大森　崇（同志社大学 文化情報学部 准教授）
　　 宿久　洋（同志社大学 文化情報学部 教授）

大教室での参加型授業の試み
教えるより、学び合う場を創ろう！
講師：中野民夫（同志社大学 政策学部 教授）

日時：2014年12月12日（金）18：20～20：00
場所：今出川キャンパス 寧静館会議室
　　 京田辺キャンパス ラウンジ棟207会議室（テレビ会議システムによる配信）

 ※肩書きは研究会開催当時

山田礼子　学習支援・教育開発センター所長：
学習支援・教育開発センターの山田です。今日は

講師の先生方をはじめ、参加者のみなさま、初めて
の試みであります授業デザイン研究会にご参加いた
だき、ありがとうございます。学習支援・教育開発
センターでは、これまでさまざまなFDに関する取組
の紹介、講演会を開いてまいりました。その中で気がついたこととして、同志社大学
が大きな大学でもあり、学内にさまざまな授業のノウハウや新しい試みをされている
先生方がいらっしゃることに気づきました。そういう資源を大学の財産として使わせ
ていただき、先生ともどもフランクにできる授業を、新しい方法を学びあう機会を提
供していきたいと思い、今回の授業デザイン研究会を開催させていただきました。今
日、お話いただく文化情報学部の大森先生、宿久先生は大規模クラスでの試み、政策
学部の中野先生はワークショップ型の授業の提供をされています。そういう授業の工
夫は、大人数の教室の中で行うものや学生たちがしっかり学習成果を身につけるアク
ティブなラーニングを工夫していく上で、いいヒントになるのではないかと思ってお
ります。私は高等教育が専門の研究者で、大学教育学会にも属していますが、この学
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会は毎年、参加者数、会員数が増えています。それは授業のノウハウ、効果の測定など、
さまざまなヒントを得られる機会があるからだということで、今の日本の大学ではア
クティブ・ラーニングをどうやって学び、学生たちに還元していくかに大変な関心が
広がっている現状ではないかと思います。そうしたすばらしい機会を提供していただ
ける先生方に、この場を借りて御礼を申し上げると同時に、ぜひ、フランクに互いに
学び合うことで、今日は話しあっていただければと思います。それではどうかよろし
くお願い申し上げます。

日頃授業について考えているあれこれ
――１年生のデータサイエンス科目を中心に――

文化情報学部　大森崇、宿久洋
大森崇　准教授：

皆さん、こんばんは。文化情報学部の大森です。
今日は宿久先生と一緒に我々が取り組んでいる授業
を話題提供として紹介させていただければと思いま
す。とはいえ、体系的に何かができているわけでは
ないので、日頃、バタバタしているものをご紹介さ
せていただくことになってしまいます。

私たち文化情報学部は同志社大学で９
番目、今年で10年目を迎える学部です。
他学部と違う特徴は文理融合型の学部だ
ということで、それを売りにしています。
ですから文系受験も理系受験も行ってい
ます。さらにAO入試とAO入試に似た公
募制入試があり、そして指定校推薦もあ
ります。もちろん内部校からの学生も来
てくれます。こうして多様な学生たちが
集まってくる学部となっています。１学年が定員280人。文化を人間の営みとしてと
らえ、様々なことに関心を持ちながら、キーワードとしては「データサイエンス」を
売りにして、それを学ぶということでやっております。今日、お話するのは１年生の
データサイエンスの科目です。教員にとっては、キーワードになる非常に責任の重い
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科目です。
今日のアウトラインはスライドの通り

です。まず話の対象となる１年生の授業
を紹介します。そして私個人のデータサ
イエンス科目に対する想いをお話した後、
今、グループワークでこの授業に取り組
んでいることについて紹介します。そし
て私たち自身が学んだことと今現在思っ
ていることについてお話したいと思いま
す。

話の対象となる授業についてから始め
ます。１年生春からデータサイエンスの
科目があります。「データサイエンス入門」
という科目です。この授業の次の時間に

「データサイエンス入門演習」という、コ
ンピュータを使って情報処理教室で行っ
ているものとがセットになっています。
これらの授業では統計学の中では記述統
計といわれるグラフを描いたり、平均値
を計算したり、基本的な統計学の内容を教えています。秋学期は「データサイエンス
基礎」という授業があり、少しレベルの高い推測統計といわれる統計学の内容を１年
生に教えています。この授業も続きの時間として演習の形で情報教室に行って学習す
る授業とをセットにしてカリキュラム上配置しています。セットの科目では、講義科
目を受けた受講生はその後、必ず演習を受けるという形式で登録することになってい
ます。「データサイエンス入門」も「データサイエンス基礎」もどちらも選択科目で
すが、データサイエンスの学部ということで、結構皆さん、とってくれまして、１年
生の、定員280名ほとんど全員がとっています。毎年、うっかりとり忘れましたといっ
て１人か２人いないくらいの人数の授業です。

１年生のみと言いましたが、全員合格とか全員Ａはいなくて、留年する人もいます。
そういう学生は、２年目に別の先生が行う同じ名前の授業を別クラスで受けています。
４人体制でやっていますが、１人が２年目を担当し、３人が同じ教室にいるという配
置で授業を行っています。
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講義の運営体制については、もともと
この授業は１人の教員が大教室で教えて
いたとのことでした。大教室ですから大
変です。あまりうまくいかなかったよう
です。少しでも負担を減らそうというこ
とで、４人で100名弱のクラスで同じ資料
を使い、同じ時間に授業をやる体制でも
やってみました。私が赴任してきた時は、
そういう体制でした。その後、１教室に
入れてもいいのではないかとなってきて、今は１教室に１年生全員を入れて教員３人
が一緒にその部屋にいる体制でやってみています。

文化情報学部のホームページから2013
年のデータサイエンス基礎の授業の映像
をダウンロードできます。これは授業を
カメラで撮っていただいたものを３分程
度にまとめたもので今日はそれを先に見
ていただきたいと思います。
（学生が紙を手にして席を立って前に

持っていくシーン）これは確認程度の小
テストで問いの答えができたら持ってく
るようにして、助手を配置して前に机を並べて採点し、できなかったら突き返すとい
う試みでした。ところが人数が多いので、並んでいる間に答えを教えてもらうという
ことになってしまいました。まあそれでもその場で理解するならいいかと。（紙ヘリ
コプターを飛ばしているシーン）私たちは紙ヘリコプターを使って実際にデータを測
定することをやっています。くるくる回ってなかなか面白いです。ストップウォッチ
で滞空時間を計って、自分たちでデータを得ます。これができたら解析して報告書を
作成します。解析手法を教えるのがメインですが、報告も重視するようになりました。
セット科目の演習で情報教室に行ったときにe-class上にMS-WORDのフォーマットを
与えてあり、それに従って書いていくというものにしました。情報教室が使えるので
自分たちで報告書をつくれるようになりました。ちょうどこのシーンはレポートをつ
くっているところです。この学生はグループのメンバーに頼られていますね。こんな
形でやっています。
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では、スライドに戻りましょう。ちょっ
と私の自己紹介をします。私自身、生物
統計学が専門で今の授業も統計学の授業
ですね。統計学は学問ではありますが、
技術である側面も強く、その両面をいか
に学生に教えるかが我々の課題です。私
は厚生労働省で統計家として医薬品の審
査をしていました。統計家が必要だとい
うことで働かせていただいていました。
そこでいかに統計学が必要と思われてい
るかを肌で感じました。その後、京都大
学社会人大学院に行きました。そこは学
部がなくて社会人だけの大学院です。そ
こでは統計学を教えていました。社会人
なのでモチベーションが高かったです。
熱気がすごい。「会社を辞めてきました」
という人たちなので「教えて、教えて」
という感じです。そこで教えていて「も
うちょっと基礎的なことを知っていれば応用できるのにな」という想いがあったんで
す。それは学部でしかできないことなので学部で基礎的なことも教えたいなと思って
いたところに、ちょうど縁があって同志社に来たんです。2010年のことでした。

2010年のはじめの授業の話をしますね。
このスライド絵はこの授業デザイン研究
会のパンフレットにあった絵です。許可
をいただいて、スライドに入れさせてい
ただきました。この絵を見た時に「あ、
2010年の俺がいる」と思ったんです。教
壇の前に立って数式を示して説明してい
る姿は、まさに僕自身だったと思います。
自分で言うのもなんですが、丁寧に講義
をしました。想いがありましたから。それをやっても上を向いて口を開けて寝ている
学生がいます。寝ていてきっとカバンが開いていてもサイフなんかを取ってしまって
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も気づかないだろうなと思いました。暗い気分にもなりました。全く関係ない話をし
ている学生もいました。遅刻をしてくる学生も授業の回数が増えれば出てきました。
その年の授業評価は「「熱意」だけがやたらいい」というだけで、他は教員としてあ
まり嬉しい評価ではありませんでした。私たちの学部は非常勤の先生が試験をやる時
には専任がつくということになっていて、期末試験の時に私も手伝いに行きました。
試験が終わった後に「どうですか、うちの学生は」とある非常勤の先生のところに挨
拶のつもりで行ったんですよ。突然、その先生の顔色が変わって「動物園かと思いま
したよ」と言われてショックを受けました。専任としてとても恥ずかしかったです。

「動物園か」と言われてしまったというのが、2010年当時の私たちの学部でした。教
室が学びの場になっていないんだと、そ
の時、強く思いました。何とかこれを学
びの場にしなくてはいけない。でも現実
は「静かにしなさい」と授業中に言わな
いといけない。いやなんですよね、不愉
快で。どうすればいいのかと、興戸の前
の田んぼで考えながら帰ったりするのが、
また悔しくて「なんで俺はこんなことを
考えているんだ」という気になりました。
だんだんヤケになってきて「もういいや、お前ら、話しておけ」と授業中に言ってみ
たらと吹っ切れた状態になった時、頭の中に「！」マークが出てきました。「まてよ、
それはいいかもしれない。話せばいいじゃないか。グループで話せばいいじゃないか、
グループで考えればいいじゃないか、そういう授業にしてみようか」というのが、今
やっている授業のそもそもの発想なんです。山田礼子先生を前に大変失礼ですが、教
育のことを知らなくて、後からPBLとか、
反転授業とかは知りました。

結果、先程のような映像のようなこと
ができるようになりました。もし、2010
年の映像があったら外には出せないよう
なものでしたね。この試みを行って一番
変わったなと思うのは受講者の顔です。
現在、私自身は2010年当時のように教壇
に立って丁寧に教えるという時に戻りた

•
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いとは思っていません。映像にあったように教室の学生たちの中へ入っていってワイ
ワイやる姿でやっていきたいなと思っています。

経済産業省が提唱する「社会人基礎力」
というものがあります。グループワーク
を導入する時に後押ししてくれたのがこ
れです。３つの能力「前に踏み出す力」「考
え抜く力」「チームで働く力」、これが社
会人として必要なんだと当時、言われ始
めていました。これを見た時、はっきり
言ってこれは今の大学教育への批判だろ
うと思いました。そういうことがやれて
いない大学に対して社会の側からお叱りを受けているんだなということだと思ったの
です。でも、これからやろうとしているグループワークにしてしまえば解決できるん
じゃないかと思いました。自分たちで考えればいいじゃないか、どんなことがやれる
のか、その中で授業中に話せばいいじゃないかと。グループで話しているから「チー
ムで働く力」はつきます。３年生になって就活が始まって「先生、こういうのが私た
ちに必要そうです」と言われたって「その前にそういう力をつけておかないといけな
いでしょう」ということになるだけなんですね。じゃあ、授業中に何をやっているか。
教員が一方的に話していたら、ちっともそういう力は身につかない。この社会人基礎
力の存在が当日相当、後押しになりました。

私たちがグループワークをやって４年経っています。新しくグループワークを始め
ようという先生方がいらっしゃったら、こういうことを考えておいた方がいいのでは
というのを次にお話したいと思います。まず「準備」。私はいかに教える知識を少な
くするかが大切だと思います。私たちが
教えている統計学は非常にたくさんのこ
とを教えないといけない、とつい教員は
思ってしまいますが、最低ここだけ知っ
ておけば役に立つよねというのは、それ
ほど多くないと思っています。教える内
容を減らすのが始めの転換の一点目でし
た。つい教員は話したがり屋なので、授
業中に言葉を声にします。言ってしまう 19

14
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のですが、その言葉をいかに減らすか。これも自分たちには必要なことだなと思いま
した。グループワークで学生たちが話している時、いかに待つか。教員が５分間黙っ
ているのも結構難しいなと、やってみて思いました。でもそれでいいんだと思えるよ
うにしないといけないなと今は思っています。

グループワークを盛り上げるための工
夫がいくつかあります。この４年間、試
行錯誤でやってきたんですけど、アイス
ブレークは効果的だと思います。昨年く
らいから導入していますが、結構大き
いです。初めてグループをつくった時に

「じゃあ、グループワーク始めるよ。はい、
話してごらん」といっても学生の皆さん
は話せない。私がよくやるのは「１月１
日から12月31日までのどこかの誕生日に皆、生まれているよね。学年は言わない、歳
は言わない。どこかの月に生まれている。その順番ができるはずだから１月１日を一
番にして12月31日が最後の日にしてグループの中で、その順番を言葉をしゃべらずに
紙にも書かないでグループで順番をつけてね、はい、やってみよう」というようなこ
とをよくやっています。キッチンタイマーは僕の道具の一つですが、３分経つと鳴り
ます。それが合図ですよね。それでお互いがちょっとわかる。その後に「明日食べた
い夕飯なんだろうねと言いながら自己紹介してみてください」と今度は話すようにし
ます。夕飯のイメージで一人ひとりの印象が残るので何となくグループが話しやすい
空気がつくれると思います。それで10分、15分とっても大丈夫です。あとの盛り上が
りを考えると、それが必要だなと最近、思っています。それからグループワークをし
ようと言って、これができると思ったのは、何も書くばかりではなくて、手で遊べる
ようなものをつくってしまうことができることです。グループワークを始めてから教
材を作ることも意識するようになりました。「目標を書いてみよう」「反省を書いてみ
よう」とやって、次の回に「前回、こんな声があったよ」と紹介することも今年はやっ
ています。そういう声を見せると「他の班はこうだったんだな」とわかりますし、「自
分たちだけが、わからないのではないんだ」ということを伝えられると思います。あ
とは「先生はそれを見てくれているんだ」ということで信頼を得られるような気がし
ます。それと統計学はついつい数式を解く話が多くなるのですが、数式を多くは入れ
ないようにしています。私たちは文理融合学部ですので、それをやってしまうと理系

•
•
•
•
•
•
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出身の学生だけができて、却ってグループの仲が悪くなるんです。答えが出ないよう
な問題で「さあ、考えてみよう」というのを極力入れるようにしています。

これが、私たちが使っている教材です。
先ほどの映像にもあった紙ヘリコプター
は、２年生になると何も言わなくても作
れる状態になっています。スライドにあ
る手は、「中指と親指を使って机の長さを
１人ずつ測ってごらん」というのに使っ
ています。アッという間にグループの人
数だけのリアルなデータができるのです。
自分たちのデータが何の道具も使わずに
得られるんですね。サイコロを紙工作で
つくってコロッと転がすとかもやってい
ます。こちらは授業の最後に回収するグ
ループワークの紙に書いてある感想や反
省です。書いてあったものの一部は次の
週にフィードバックしています。たまに
は「五七五で書いてごらんよ」というと、
こんなのが出てきました。「グループで  

「わっかんない」が  飛び交った」「難しい  
もう帰りたい  Help Me」「復習を  していただけて  うれしいです」とか。「わからない」
ではなく「わっかんない」と書いている限りは、大丈夫だなと思いながらやっていま
す。うまく意思疎通ができているんですね。「手を挙げてごらん」とやっていますが、
毎回挙がっています。今年は未だに挙がっ
ています、すごいなと思っています。「そ
ろそろ一番端で手を挙げている私たちを
あててください」と書いてきたグループ
もありました。

こういうことをやってみて私たちが学
んだのは、教えてくれるのは先生ではな
いんだなということです。よーくわかり
ました。これはやってみた後にわかった

21
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話です。友達は先生と自分を仲介してくれる人なんですね。わかっている人が、それ
を教えてくれたり、「わかんない」というとそれを教えてくれる。授業が終わった後、
ワッと集まって話している姿を見るようになりました。あとはテスト前の対策勉強を
グループでやる姿も見かけます。グループの中で誰がわかっているか、皆、わかって
いるわけですよ。「誰々ちゃんに頼めば」という話が簡単にできる。そこもずいぶん
変わったと思います。

グループの話も、よく感想で書いてく
れます。「前回よりも分かり易く、楽しかっ
た。グループメンバーに慣れてきたから
だと思う」「難しすぎる。めーぷるさんの
助けを借りました。友達っていいですね」
とか出てきます。「楽しかった」と書いて
くれれば最高ですよね。いいなと思いま
す。「グループ１人減りました。なんと
か連れ戻したい。目標は全員理解するこ
と！」「難しかったので班のくくりを越え
てみんなで話しあえてよかった。これか
らもみんなで協力していきたい」これら
がリアルな声です。

このグループワークを始めて今年で４
年目になりますが、３年生がこんなこと
を言っていました。「文情だとグループ
ワークがやりやすいんですよ。他の学部
の人と一緒の授業でグループワークをや
るときには、相手のことを考えて話をし
てくれる人が少なくて」と。他の学部と
グループワークをやることもあるみたい
ですが、慣れていないために相手のこと
を考えてフォローしてくれないようです。
グループワークに慣れていて、１人の人
が仕切っていても、その人を盛り上げる
ことができるようになっていることがわ 33

3

31

YA20

YA16

32

1
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かって、嬉しかったですね。ただもちろ
ん「グループワーク嫌いです。私はだめ
です」という学生もいます。その対応が
これからの課題です。今、できているの
は「社会人基礎力」を紹介して「こう言
われているから頑張っていこうよ」くら
いしか言えません。いい案があれば積極
的に使っていきたいと思います。

改善のための試行錯誤がいろいろあり
ます。もともとこうやろうというデザイ
ンがあって、それを仕掛けているわけで
は全然なくて、どちらかというとバタバ
タしながら「こんなことをやってみよう、
あんなことをやってみよう」ということ
でやっているのが現状ですから。2011年
は問題を入れた配付資料だけを作ってい
ましたが、それでは説明不足を感じると
いうことで次の年は変えた資料をつくっ
てみるとか、毎年結果的には変わってしまっていて、今も定まった配付資料ができて
いません。2013年に先程の映像で見ていただいたように、小テストをやって、その
場でチェックしてできなかったら戻りなさいというのも遊び感覚でやってみたのです
が、助手を導入したり、自分たちで○をつけたりするのも大変だったので今年は変え
てみました。今年は班長さんに「スマホでアクセスしてね。e-classにいってね」と言っ

2013
•
•

40

2014
• E-class 4

•

•

41

•

34

37
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ています。事前にe-classの中に４択問題を仕掛けているんですよ。それをグループで
解きなさいと。e-classは便利でスマホでもアクセスできて、自動採点もしてくれます。
４択だったらすぐ採点できるので、授業中にスマホをいじっているなら、積極的に授
業に使おうということを今年やっています。それをさらに生かして今年の中間にはこ
んなことをやってみました。90分を３つ
に分けて前半30分をe-classの４択で問題
を解きます。これはグループワークでは
なく一人ひとり全員がパソコンの部屋に
いって問題を解くことをやるというもの
です。10問全部できた時だけ「合格」と
出るようにしておきます。合格と出なかっ
たら、もう一回やり直していいというも
のです。それを30分やった後に一度終わ
りにして今やった問題を配って「ディス
カッションしなさい」と言ってみました。
グループでワイワイやっていました。我々
教員は見ているだけで、その時間は何も
教えませんでした。後半30分は問題10問、
全部入れ換えました。今度は合格も不合
格も一切出ないという４択の問題です。
このスライドがその結果です。始めの30
分間は70点台がピークです。そうだった
のがグループで話し合った後、最後が90
点台がピークになりました。してやった
りというデータです。そんなことができ
るようになりました。このデータは、グ
ループワークで遊んでいるというだけで
はなく、ちゃんと学ぶこともできている
ことを示せたエビデンスと思っています。

それから「報告書を書こうよ」という
ことを積極的にやっています。単にデータ解析ができるだけでなく、それを人に伝え
るスキルをつけてもらいたいのです。私たちの学部は４年生で卒研が必修ですから、

•

44

2014
• 30 E-Class 4

• 30

• 30 E-Class 4

42

43

Before After
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そこに通じるようなことをやりたいと
思っています。

結果的に４年前に始めた取り組みを、
今、外に対して、言える自信がついてき
ました。教室はようやく学びの場になっ
たのです。友達と教え合うということが、
私たちが学んだことで、「これが私たちの
学部の学生です」と言えるようになった
気がします。また、「私たちの学部の学生
はチームでの活動ができます。データ解析の基礎知識と技能をもっています。解析結
果を報告できますよ」というのを売りにできるのではないかという気もします。

そろそろまとめたいと思います。専門
用語について話をしたり、考え方の式を
板書して90分間を埋めるのは簡単なこと
だと思います。学生を無視すればですが。
でも授業中に「なるほど」と納得しても
らえるように伝えるのは、とても、とて
も、とてーも難しいなと思います。「テス
トあるから頑張ってね」といってテスト
で頑張ってもらってもテストが終わると
忘れてしまう。それは２年、３年、４年
と積みあげることができません。社会に
出たらまったく通じないことだと思って
います。何とか授業中に納得できるよう
にしないといけないと思っています。そ
う考えると１年生はとても大切だという
のが、よくわかります。初年次教育がど
うして今、盛んにいわれているのか、身
をもってわかる気がします。何が大切な
のか、テクニカルな話はどうだっていいのですが、授業環境をつくり、それを維持す
ることが私たち教員にとって必要なことだなと思っています。

私たちが、面白くない話を、面白くなく話すほど聞く側の者が面白くないことはあ

•
•

49
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•

•
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1

•
•

•
•
•

•

45
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りません。教員が「どうせつまんないけ
ど、君たちに言ってもわかんないかもし
れないけど」云々といっても仕方がない
と思います。授業を90分使うなら、私た
ち自身が楽しまないといけないと思いま
すし、学生も楽しめるようにしないとい
けないと思っています。鍵山秀三郎さん
はイエローハットの社長をされた人です
が、「来る人には楽しみを、帰る人には喜
びを」という会社にしたいとおっしゃっ
ていました。私もそういう授業をつくり
たいなと思っています。「次の授業が楽し
みだな」と思ってもらうようにならない
といけないなと思っています。

お話してきた通り結構バタバタしなが
らやっているのが実情で「うまくいかな
いな」ということも多々あります。その
ような中で、私の心の支えになったのは
この一言です。「教育は流れる水に筆で字
を書くようなもの」。森信三先生は哲学者
であり、教育者ですが、これを知って「偉
い人も悩んでいるんだな」と、ずいぶん
励みになりました。以上です。ありがと
うございました。

宿久洋　教授：
じゃあ、昔の話をしたいと思います。300人の講義をしていまして、その中で文理融

合を意識して、できる限り学生に寄り添う立場でつくってきたつもりではあったんで
すね。世代間はあまり変わらないのですが、かなりギャップがあって大森先生の話を
聞いた時には、かなり懐疑的で、正直、失うものの多さの方を気にしていた。４コマ
使っていますが、正味１．５コマくらいの知識投下の講義であれば、それに嵌まるもの
を４コマにして。我々の学部は、ありがたいことにリッチなコマ数を配置することが、

57

•

51

56
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先生方にご理解いただいた上で、できていることがあり、今ではこのやり方が、よかっ
たと思いますが、私自身は、当時、あまり講義に期待していなかったんですが、出席
をとられたことはないですし、これだけ束縛されたら大学をいやになっていると思う
んですね。私たちは「好きにさせてくれ。俺は勉強したい時はやるし、いやな時は行
かない」という環境で育ってきたわけで、大学教員になった時も、指導の先生からは

「誰でもわかるような講義はするな。努力をしないで教えて口に餌をつっこむような講
義をしたってつまらない。モチベーションは学生が考えるので、そんな高尚なことは
上から与えるな」という教えを受けてきた。それよりも自分としては学生に寄り添っ
た講義をやっていたつもりですが、蓋を開けてみると、５％とか10％に満たない学生
をターゲットにした講義をされていたかなと思うし、自分はそれを30％まで広げる講
義をしたいと思った。しかし振り落とした方が、ほとんどだった、今から考えると。

今思えば、やっとそういう心境に変わったというか、４年続けてきて３、４年生に
上がってきて、最初にもっていた今の３回生と比べて、どちらがいいか、「今の３回
生がいいです」と自信をもって言える。「このやり方の方がよかった」と。私も最初は
ギャップがあったんだなというのが今の心境です。ただ教員に負担がかかっています。
大森先生は毎年、資料を変えられて、これはものすごいエネルギーです。他にもたく
さんの人間がかかわって、やっと成り立っている講義で、これを全体ではできないので、
初年次、リテラシーのところでしっかりやって、その後、積めば、４年生までいくとトー
タルの知識量は減らないというのが今の認識です。そういうコメントです。

大教室での参加型授業の試み
教えるより、学び合う場を創ろう！

 政策学部　中野民夫
中野民夫　教授：

今日は参加型授業、それも大人数の大教室で参加
型授業ができるかという試みをしていますので、そ
のお話をさせていただきます。「教えるより、学び合
う場を創ろう！」という気持ちでやっています。余
談ですが、毎朝、日の出前から鴨川を歩いて朝日に
向かってヨガをしています。東京から２年半前に京
都にきました。京都、すばらしいなと思っております。自己紹介ですが、ソーシャ
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ルイノベーションコースを中心にしてい
ますが、２年半前までは博報堂という広
告会社に30年ほど勤務していました。い
ろんな仕事をやりましたが、後半は社会
テーマといわれる環境とかNGO、CSRと
か、市民参加でまちづくりとかやってお
りました。90年前後に会社を２年８カ月
も休職させていただき、アメリカに留学
していたこともあり、そこで平和や環境
に関するワークショップに出会って、こ
ういう学びの場があるのかという感銘を
受けて戻ってきてから二足の草鞋をやっ
ていました。2001年に『ワークショップ』
という新書を出す機会がありまして、多
くの人に読んでいただいて、全国さまざ
まな形のところに呼ばれて参加型の場づ
くりをやってきました。屋久島が好きで、
ここで立教の大学院の集中講座をやって
いますが、人と人、人と自然、人と自分
がつながり直すような道場として使って
おります。あとは環境教育、ファシリテー
ション、京都でもImpact Hubにかかわっ
ています。著作はワークショップとかファ
シリテーションに関するものがあります
が、最近は鴨川の朝の修行をもとに『み
んなの楽しい修行』をつくっています。
2001年の『ワークショップ─新しい学びと創造の場』は、当時まだ全体を書いている
本が少なくて、かなり多くの方に読んでいただいたロングセラーになり、16刷で７、
８万部出ております。

今日の目的は「大教室での参加型授業の試み」を紹介すること。それはワークショッ
プやファシリテーションを応用しております。参考までに、ワークショップというの
は「体験型の新しい学びと創造の場」だと思っています。もともと英語の“workshop”

44
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• 02 30
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NGO CSR

•
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は「工房」とか「共同作業場」で一緒に
つくるところでした。ワークショップは

「一緒につくる場」です。ファシリテーショ
ンはワークショップをつくり、回してい
く技法として発展してきた「参加型の場
づくりの技法」です。“facilitate”は「促
進する」とか、「ことを容易にする」こと
です。アイディアとかビジョンをつくっ
ていく、「共創」を促進することもあれば、
会議とか紛争とか摩擦を調整しながら組
織変革や、まちづくりにつなげていくと
いうこともある「協働」の促進でもあり
ます。いろいろ工夫してきて、この夏、
追手門学院大学で話す時に、まとめたい
なと思って８カ条をつくりました。８つ
くらいでまとめられたらと思っています。

ここ２年半、さまざまな試行錯誤をし
てきました。ワークショップを社会人とやっていますと、社会人は自分のお金と時間
をかけてくるので、やる気があるし、20、30人くらいでやることが多かったのですが、
大学で200人の大教室だとスマホを見ているとか、いきなり寝ているとか、最初はど
うしようかと思ったんですが、昨年、180人、今年200人でNPO、NGO論をさせていた
だいて、いろいろ試みました。昨年は共同研究者で１人先生に入っていただき、学生
の立場で体験してもらい、TAを含めて３人でやっていました。できたことも多いの
ですが、今年はサポートがなくて、どこ
までできるかと。受講生からボランティ
アを募ってサポートしてもらって何とか
なるということを確認してきました。し
ばらくこの授業のことを追いますので皆
さん、授業に出ているつもりになって聞
いていただければと思います。（矢印に
なっているところは今日のための解説で
す。）

•
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第１回、４月に最初のオリエンテーションです。ねらいについては、NPO、NGO
について学ぶのはもちろんですが、それを極力、具体的に学ぶ。また、人の生き方、
NGOで働く人たちに学ぶ。非営利組織には、国境なき医師団から地域のまちづくり、
川の自然を守るとかいろんなものがありますが、そこにかかわっている人を通して学
ぶ。NGOの人たちは「ほっとけない」ことを本当に行動に移している人だと思うので、

「自分がほっとけないことは何だろう。自分のNGOをつくってみよう」というところ
まで最後はいこうとしています。

もう一つの柱が「大教室で参加型授業の試み」。受動的に聴くだけでは忘れやすい、
主体性が生まれないので、ワークショップを応用して自ら調べ、自らまとめて少人数
で話し合い、学び合う。そのためには座り方の工夫が必要で積極的に協力してくださ
いということで始めます。

最初に「はじめに質問です」とNGO、
NPOをどれくらい認識しているか。すで
に所属して活動している学生もおります
が、ほとんど知らない人が多い。手を挙
げてもらうことで教室にいる人がどうい
う人間がいるかを互いにわかっていく。
こういう手挙げ、世論調査、旗揚げセッ
ションと言っていますが、最初にざっく
り様子を掴む。この授業をとったわけ。
興味があってきたのか、単位のためなのか、噂を聞いてきたとかを確認したりしてい
ます。

それからアジェンダ、流れを話します。
まず自分の紹介、特にNGOとの関係で信
頼関係をつくる。「この人はNGOを知っ
ているのね」ということをわかってもら
う。NGO、NPOは最小限の基礎知識だけ
話す。どうしても聞いたことは忘れるの
で。なるべく具体的に語ろうということ
で、春にフィリピンとタイのNGOの仲間
を訪ねましたので、写真をつけて見せま
した。

(Agenda)
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2. NGO NPO
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4.

11
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最後に、今後の授業の進め方で「参
加の心構え」をきちんと話しています。
NGO、NPOが、もともと何で、具体的に
はこういう違いがあるという話は簡単に
して、授業の最後は今後の進め方として、

「参加型」と言っているのは受動的に聴く
だけでなく、自ら問題意識をもって調べ、
まとめて話し合う。企業では当然、こう
いう力が必要だ、という話です。少人数
グループで話し合うことをたくさんやります。「来週からグループをつくります。こ
れは必ず主体性やコミュニケーション力が育まれるよ」という話をします。

そしていきなり初回から宿題です。
「NGO、NPOとは」を、「高校生に説明す
るとしたら、どんなふうにいいますか？」
と、書いてきてもらう。あとは具体例が
ないとわからないので、NPOを２つほど
取り上げて「目的と主な活動を集めて持
ち寄ろう」と。自分であてがなければ、
僕が、いろいろ縁がある団体のリストを
示します。「この宿題をもとに次に話し合
いをしますからやってきてください」と
最初から宿題を出します。これで落ちる
学生もいます。成績の評価基準は、その
場にいないとできない学びをやっている
ので、出席が大事です。５点×15回で75点、
フィードバックシートを毎回出してもら
うので、これを出席簿に転記するのが大
変な作業ですが、しっかり書いてもらっ
ています。内容をフィードバックするこ
とはもちろんですが。あとはレポート。

翌週くると入り口に何やら配られる。前のスクリーンにはこんな図が出ていまして、
出席票を配るんですが、右上に数字があって「ここか」と、この図を頼りにいくんで
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すね。ここに番号札を置いたり、いろい
ろ準備が必要で、その前の授業があって
大変だったりします。15分の間にどこま
で段取れるか。小グループは、「真ん中が
空いている人たち、そちらに膝を入れて
後ろを振り返ってください。あら不思議、
５人組ができます」と途中でやったりし
ます。

２回目もそうやって始めるわけですが、
必ず前回の最後に集めたフィードバック
シートを、時間がかかりますが一生懸命
まとめて冒頭に「皆さん、前の授業をこ
んなふうに受け取っていたみたいですね」
と返します。「参加型授業への期待と不安」
とか「NPOがちょっと面白そうになった」
とか「旅の話に興味がわいた」とか。タ
イに一緒に行った学生がいたので「ちょっ
と前で話してよ」というと結構、いい話
をしてくれたので、「同回生が旅に行ったり人前で話をしたりして、すごいな」と刺
激を受ける。「博報堂についての話を聴きたい」とか。

２回目も流れを話します。「グループ
ワークをやりますよ」と。自己紹介の前に、
どこの誰で、これをとったわけとか、期
待と不安とか、ちょっとほぐし的なもの
をやってからグループワーク２の本題の
NPO、NGOについて自分で、どう書いて
きたとか、調べた団体について話し合う
ということでシェアしあうわけです。先
程の２人の人が、中を向いて後ろを振り
返って５人組になる。「このグループでやります。何かのご縁ですから、お互いに関
心をもってどうぞよろしくと自己紹介からやりましょう」と。時間を預けると、パッ
と終わってしまったり、逆に長い人がいたりするので、１人２分ずつ細かく合図して

(Agenda)
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3.
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Q&A
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やります。
それから「NGO、NPOとは？」につい

て書いてきたことを１人ずつ読んで一巡
した後、「共通するところは何だろう？」
とか「わかんないところは何だろう？」
というのを出してもらいます。それから

「一度全体で意見交換しましょう」と全体
に聞きます。ここでなかなか手が挙がり
ません。４、５人だと盛り上がるのです
が、何百人になると、なかなか手が挙が
らないのですが、ここは「あてない主義」
で頑張ります。

具体的な団体を手分けして調べてきて
いるので、自分は２つしか調べてなくて
も、５人いると10のNGOのことを知れる
ので「こんなに多彩なのか」とわかった
りします。一通り終わったら自由に話し
合ってもらいます。こうしてワイワイ始
まっていきます。クジで席を決めていますから、前からビシッと埋まるんですね。ゲ
ストの人がきて「大教室で１番前から学生が座っているのを初めてみました」と驚い
ていました。次回に向けて。僕が博報堂でやった愛知万博の「地球市民村」という
NGOヴィレッジがあったので、その話をします。予習として参加団体を調べようと。
30のユニットがあったので手分けしてもらいます。

25

NGO NPO 30
•

–
–
–

•
–

–
•

24

NGO NPO 15
• NGO NPO

–

•
– NGO NPO

• Q&A
–
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•

•
–
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–
– NPO
–
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３回目もフィードバックシートから始めていきます。自分で調べてレポートに書く
のは面倒くさいのですが、やれば当然、自分のものになる。その日も今日の流れを話
していきます。20、30分以上話すと寝るなというのが、よくわかるので、20分で止め
ては「ここまで聞いてどんなことが印象に残りましたか、何かわからないことはあり
ますか、さっきのグループで話し合ってください、どうぞ」という形で何分か渡したり、
行ったり来たりしています。こういう感じで積み重ねていきました。

これは今年最後の「私のNPO」の発表
の場ですが、尋真館の大教室で全部机を
寄せて、15分の休み時間で戻す作業を、

「まずはこの列の人、立ち上がって動かし
ましょう」などと段取って可能にしまし
た。全部寄せて、また戻す。次の授業が
あるので。でも、できるようになりまし
た。椅子だけで集まるんですが、新兵器
がありまして、「えんたくん」、直径１メー
トルの丸いダンボールで商品化されてい
ます。「対話」というのがワークショップ
業界で結構話題でして、対話づくりをあ
ちこちでやっています。ワールドカフェ
という手法が有名ですが、丸いテーブル
が理想的ですが、そんなにあるわけでは
ない。「えんたくん」は、椅子だけで円卓
ができて、その上に模造紙を丸く切った

Z40
m

m

(Agenda)
1.
2. NGO NPO

1.
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3. (NGO Global Village)
1.
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のがあって、そこにどんどんキーワードを書いていく。言ったことは霧散して消えちゃ
うので、どんどん落書きしながら見える化して話そうと。皆がマーカーを持って、自
分のアイディアを書きながらやっています。

これも去年の政策トピックス。130人く
らいでしたが、この時はまだ机を動かさ
ずに「奇数列と偶数列に分け、奇数列の人、
うしろを振り返ってください」と、２人
ずつの配置で偶数列に円卓をおいて前の
人に振り返ってもらうと、かなり円卓に
近い雰囲気ができました。

少人数クラスは政策学部でFYEとかア
カデミックスキルで十数人のがあるので
すが、最初、後ろの机を避けて十数人み
んなで輪になってチェックイン、「今どん
な感じ？　身体や心の調子や１週間で何
か起こったトピックスを話そう」と。必
ず全員が一言話してから授業を始める。
最後もその日に学んだことを少しディス
カッションする時間を輪になってやりま
す。相互的なやりとりを生むには形が大
事なので、教室の中でこういう場をつくっています。いかに学校の教育が双方向の学
びではなく、されてきたかがよくわかります。自由に机を動かせる教室がほしいと言っ
ても、ほとんどないですから。いかに一方的な知識伝達がスタンダードだったかよく
わかります。

大学院でも、皆で椅子を動かして輪を
つくったり、グループでディスカッショ
ンするアイランド形式の形をつくったり
します。皆で共有するには、小さい工夫
ですが、「この輪を花びらみたいに真ん中
に寄せて周りに広がるように並べかえて
ください」と。動かすと手間はかからな
いですが、すごく一体感が出て話しやす

(2014 6 12 FYE)

38

2013 11 21 130
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い。常に今、どんな形にしたら皆が話し
やすいかを考えながら次を段取っていま
す。

そこでこんなことを繰り返しながらまと
めてきたのが、この８カ条です。

１、教室の席は扉でくじを引き、少人
数のグループ作る。２、オリエン後チェッ
クインから始めます。横に座る子どんな
人？　３、専門の勉強以前に「人生」に、
焦点あてて生きる意欲を。４、学生の中
にいるいる、やってる子、スピーチ頼め
ば皆釘付け。５、ひとしきり話を聴いたら
グループで、気づきや発見話し合う。６、
全体で質疑応答シェアリング、決してあ
てずにじっと待つ。７、出席は100％今こ
こに、私語スマホ読書居眠り許しません。
８、最後にはフィードバックを集めます。
きっちり読んで次につなごう。
最初の、教室の席は扉でくじを引き、
少人数のグループを作る。これは座り方
の工夫、場づくりのことです。大教室、放っ
ておくと後ろと周りが埋まって前はがら
空きになります。ゲストが来ても申し訳
ない感じがします。友達と来れば、つい
おしゃべりも出てしまいます。学生に聞
いてみると同じ学部でも少数の友達と話
すが、知らない人とちゃんと話す機会は
少ない。そこでくじで座席指定して、知らない人と隣同士になる。前からぎっしり濃
密な空間ができます。「何かのご縁ですからこの出会いを大事にしましょう」と期待
を高めて新たな予感を醸成しています。初めての人とコミュニケーションをとること
は、よい緊張感で、最初は抵抗があっても、こういうことが大事だと皆、わかってき
ます。何よりも多様な人、多様な考え方に出会って刺激し、学び合う。「こんな考え

•
–
–
–

•
–
–
–
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方があったのか」と皆、興奮します。
少しは楽しくやろうと思って、パーティ

グッズのくじの箱を買ってきて座席札を
入れてひいてもらう。こっちは机札です。
机札と座席札、前からと左から番号を振っ
て「３－８だったらどこ」とやっていま
す。前に座席表を映写しないと混乱しま
すので、全体像が見えるようにしていま
す。ビジョンとマップが必要かなと。遊
び心、偶然の出会い、トランプもよく使っ
ています。３組のトランプを使えば、150
人くらいまで対応できます。

５人組の小グループ。ワークショップ
でも机が動かせない時に考えついて結構、
いいなと思っていましたが、教室でこれ
をやるとかなりうるさいのですね、ワン
ワンして。大学生は主体的でないところ
があって、両端の人が聞こえにくくても聴き合おうという姿勢が乏しいと離れていく
んですね。これはよくないと思って４人にして、少し空間を空けたり。空間を空ける
余裕もない大教室でぎっしりの場合、１テーブル３人のグループで「真ん中の人は背
を思い切り引いて、横の人が中を見るようにしてやりましょう」とやっています。４
人組は２人組でもインタビューしあって、その結果を４人にシェアしたり、かなり使
いやすいです。教室をよく調べて、このへんは使いにくいし、見えにくいのでと消し

47 49
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–
–

•
– (vision) (map)

•
– 4 13 52

46

Lucky box

45



─ 122 ─

第三部　講演会 講演録

たり、工夫しています。
８カ条の２、オリエン後チェックイン
から始めます。横に座る子どんな人？　
まずはみんなが一言話す。「どんな人がど
んな思いでここにいるの？」とお互いが
気になるのではないでしょうか。教員、
前に立つ私たちもそうです。まずは１人
ずつ声を出すことから始めようと。大教
室では全員が一言ずつは無理ですから、
グループとか隣と、少人数グループなら全員でやったりしています。問いがあると話
しやすい。「何でも自由に」というと戸惑ったり、時間がかかりますのでたとえば「今
の気分は？」と。英語でワークショップを体験した時、「How do you feel?」という言
い方があって「How do you think?」ではなくて「今、どんな感じ？」と身体や心の
調子を話す。ワークショップは左脳だけではなく感性とか身体とかホリスティックな
人間全体を扱うので、“feel”を大事にしたいので、それを踏まえた問いです。今週の
トピックス、同じクラスだと１週間ごとに会っていますから「今週どうしていた？」
と近況を聞く。「前回の話で印象に残っていることは？」と復習したりもします。効
果は最初から自分が話すことで、場への参加意識が高まり、互いにどういう人が、ど
ういう状態でそこにいるかがわかるので、安心して入っていけることがあります。
３、専門の勉強以前に「人生」に、焦
点あてて生きる意欲を。どう生きたらい
いかを考えている年代ですので、よく「若
者よ、旅せよ、恋せよ、大志を抱け」と
よく言って自分の学生時代の悩みや旅の
話をしています。NGO論の時は、なるべ
くNPOを自らつくった人や途中から企業
を辞めてスタッフになっている人とか、
いろんな人に来てもらって活動について
半分、そしてなぜ本人が今、そこにいるのかというライフストーリーを半分、話して
もらいます。正直、学生の反応は後半の方が響いていますが、そっちだけでもだめな
ので、バランスをとってやっています。

政策トピックスというのは僕のテーマである「至福の追求と社会変革」というのを

•
–

• NGO NPO
– NPO

•
– “Follow your bliss!” by Joseph Cambell
–

•
–

• FYE(First Year Experience)
–
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やっています。もともとのきっかけがジョセフ・キャンベルという神話学者が“Follow 
Your Bliss”という「自分の至福についていきなさい」と若者たちに言っているのに
影響されているんですが、気になること、気を惹かれることについていこうよと、そ
れが本人を元気にするだけでなく、きっと周りの人にもいい影響もあって、そういう

「自動詞の連鎖」の中で社会が自ずから少し変わる、そんなことがあるんじゃないか
ということでけしかけています。どうしても周りを気にしたり、親とか先生とか、そ
の意向を生きてきた高校時代があるので、「ほんとに自分の身体や心が喜ぶことを大
事にしてみようよ」とけしかけています。

アカデミックスキルでは「読解」というテーマですが、副題を「生きる意味をめぐっ
て」として、アウシュヴィッツ強制収容所などを生き延びたフランクルの『夜と霧』
という名著をかなり濃く読み込んでいます。シラバスでこういうことを書いているの
で、それぞれいろいろ悩みをもって困難を抱えている学生がきてくれて、とても濃い
授業になっています。あと政策学部はFYEという最初の少人数の授業があります。学
ぶというより少人数の対話を重ねて大学時代にやりたいことを明確にしていくことを
主にしています。
４番目、学生の中にいるいる、やって
る子、スピーチ頼めば皆釘付け。学生に
チャンスをつくることです。NGO論で、
１年間、休職してNGOでフルボランティ
アをやっていた人が２人いて、「ちょっと
話してみてよ」と頼んだところ、とても
面白いので、皆、釘付けになりました。
プレゼンがうまい、外で鍛えられてきて
いる人たちは。その味をしめまして「次
はどなた？」と少し探しながらやる中で、200人もいると何人かいるので、フィードバッ
クシートを見て「自分もNGOのスタディツアーに行っていた」という人を次にインタ
ビューしたりしました。同世代の見事なプレゼンと行動力が非常に刺激になっていま
す。我々中高年のオヤジの役割は、若者にチャンスをつくって任せることと、よく思
うんですが、本当にそうだなと思います。

このようにフィードバックシートやレポートがユニークな学生をちょっと引っ張っ
てきたり、オープンマイクの時間をつくってインドの旅をしてきた学生が報告したり、
自分が関わっているイベントを紹介する時間をつくったりしています。一時、シンガー

• NGO
– Teach for Japan I
– UNHCR JVC T
– I

•
•

–
–
–
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ソングライターの大学院生がアシスタントをやっていたので最初に音楽をやる時も
あって、それをオープンにしたところ、すごくうまい学生が歌を聴かせてくれたりし
たこともありました。
５番目。ひとしきり話を聴いたらグルー
プで、気づきや発見話し合う。20分も一
方的に話すと寝てしまう。ならば話は短
く切って、小グループで、ここまで聞い
て印象に残ったこと、聞きたいこと等で
話し合う「ぺちゃくちゃタイム」をします。
聞いてないとパッと問われた時、話せま
せんし、話していれば眠くならない、さ
まざまな対話の機会を授業の中に入れま
す。毎回、チェックインや、宿題を出して発表しあう。資料を手分けして20分読んで
ポイントをまとめて話し合うなど。フィードバックシートは最後に書くのですが、僕
だけ受け取るのはもったいないので、時間内に書いてシェアしあってから終了という
やり方もしています。
６番目。全体で質疑応答シェアリング、
決してあてずにじっと待つ。これは大人
数では難しいです、なかなか手が挙がら
ない。少人数から積み上げていけばと思
うんですが、なかなか出ません。周りが
どう出るか、空気を読み合う文化で同調
圧力が強い。だからといって教師が「はい、
君」とあててしまったら、もうわざわざ
手を挙げる気がしなくなるのではないか
と思います。あてる教育が日本の教育の主体性を損なってきたことの一つではないか
というくらい思っていて、「僕は絶対にあてません、手が挙がらなかったら、残念だ
けど、先にいきます」と宣言します。あてれば皆、立派なことを言いますし、書かせ
れば、もっと立派なことを書くのはよくわかるんですけど、少しはある種、リスクを
おかして自分の想いを人前で話す体験を積んでほしいので「あてません」といって待
ちます、３秒ではなく10秒くらいは確実に待ちます。30秒くらい待つ時もあります。
でもほんとに挙がらない時は「残念だな。考えてないわけじゃないだろうにな」と言っ

•
–

•

–
•

–

•
–

•
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て「じゃ先にいきます」と言って悔しがらせます。いきなり少人数から何十、何百と
いうのは大変だというフィードバックもあって「中グループくらいにしてほしい」と
いうこともあって「なるほど」ということで３つくらいのグループを集めて中グルー
プにしたりします。椅子、机を動かさないといけないので、自由なレイアウトができ
る時のみ、やっています。
７番、出席は100％今ここに、私語ス
マホ読書居眠り許しません。困った常識、
どうしましょう。ここはほんとに皆さん
とお話したいことです。「教室は何すると
ころ？」というくらい大教室は諦めてい
る、先生も、学生も。学費を簡単に割る
と相当、１授業にかかっていると思うん
ですが。特に企業にいながら非常勤講師
を始めて仕事をやりくりしていって、い
きなり寝られたらカチンときていたんですね。「許せん」という感じで。私語は論外
だけど、スマホとか読書、居眠りは迷惑をかけなければいいんでしょうみたいなとこ
ろがあるのは非常に気持ちが悪い。先生も諦めているし、学生も出席重視だと、そう
なってくるけど、もったいない。特にうつ伏せて寝るのはどうしても許せない。うた
た寝は眠らせる授業をしてしまったのかと深く自分にも問わないといけないんですけ
ど、突っ伏して寝る、全くやる気がない態度を見せられると「聞く気がない人は出て
ください、人生は選択ですから」と。その心は「ここにいるなら100％、ここにいようよ」
と。モラトリアム心理とか昔からありました。今ではない、いつかどこかで本当の自
分が実現されるというのがずっと大人になっても続いている心理ですけど、それって、
いつなんだろう。生きているのは常に今、ここなので、Be Here Nowという言葉もあ
りますが、「いまここにいるんだったら、ここでできることをちゃんとやろうよ。選
択だから他のことをしたいなら、ここじゃなく、そこに行ってちゃんとやろう」と、
これはわりと徹底しています。やる気がある、やる気がないという話もあります。確
かにグループの中でも、おしゃべりしたり、遅れてきたり、平気でやる学生もあるん
ですが、長くやっていると変わってきたりするので、諦めちゃいけないなと思って「や
る気がない人はいない、やる気がない時があるだけ」と思いたいなと思って粘り強く
やろうとしています。
８番目。最後にはフィードバックを集めます。きっちり読んで次につなごう。出席

100

• 4,300
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確認を兼ねて小さいコメントシートを必
ず書いてもらいます。「今日感じたこと、
気づいたこと、発見したこと、講師への
意見等フィードバックもよろしく」と。皆、
立派なことを書く。最初の頃は一喜一憂
していましたけど、もう騙されんと思っ
ていますが、提案は極力、授業デザイン
に生かしています。たとえば「おすすめ
の本を紹介して」という提案に対し、僕
の話をするだけではもったいないから、12月のキャンドルナイトの時に、「自分が影
響を受けた本をプレゼントし合おう」ということで全員がお互いに紹介し合ったりし
ています。また、もっとみんなで徹底的に話したいという時は、丸ごとワールドカフェ
で全部対話の時間にしてみたり。フィードバックは生命活動の要だと思いますので、
何かやったら、そのフィードバックをもらって極力活かすように心がけています。

こういうことをやる時に思い出すのは、ファシリテーションの基本技が５つ、突き
詰めていくとございます。

一の技、場づくり。日本の場合は空間
だけでなく、雰囲気とか、人の心の関係
性もありますので、それを踏まえたデザ
インが必要だと。二の技、グループサイズ。
いろんな人数の特徴を活用しようと。三
の技、問い。ファシリテーターや教師は
何か問うわけですから、それは重要です。
共通で触発的、身近で具体的で、裁かれ
ない問い。「それはおかしいよ、間違って
る」といきなり言われないような、その
人の体験とかから出発するようにしてい
ます。四の技、見える化。議論、もやも
やを見える形に定着させる。「えんたくん」
とかで書きながらやるとか。これを含め
て五の技。流れのあるプログラム・デザ
イン。人の身体と心の自然を踏まえた起

4 5
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承転結で授業もデザインしていきます。そういう形でグループサイズ、問い、場づく
りを使いながら授業をやっています。

学生にとっての「参加型」授業の意義。
最後の頃に参加型授業はどうだったかを
書いてもらったことをまとめますと「多
様な価値観に触れ、「世界」が広がった」
というのが多い。考え方の違う他者から
互いに学び合うんだなと思います。「生身
のコミュニケーション力が上がる」「話す
ことの難しさと楽しさを体感」。最初は戸
惑ったり、苦手だと思っている人が、「だ
けど楽しい、もっと頑張ろう、話せるようになった」と。授業でいいのは15回つきあ
えることです。社会人とワークショップをやると、その時で終わるんですが、15回あ
るので、ちゃんと変わっていくし、待てるということがあります。「主体性が育まれ、
意欲も上がる」「自ら小さな一歩の手応えがある」。自分が話をして「どう思う？」と振っ
たら、すごく場が盛り上がって、嬉しかったとか、自分が場づくりにかかわっていくと、
その反応が返ってくることに味をしめて、そこに何かを生み出そうとして意欲が上がっ
てくる。そういう中で自ら行動したり、調べたりしていこうという主体性が育まれる
なと思っています。学び合う授業をやって学ぶことは楽しかったんだと目覚める。皆、
生き生きしてきます。学生が生き生きして楽しそうだと、こっちも嬉しいわけです。

まとめ。ファシリテーションが拓く新
たな大学像。ワークショップの世界にか
かわってきて、教育界はファシリテーショ
ンの導入が最も遅れています。長い伝統
があり、教室も、そういう形になってい
ないので、一緒に創り合うことから、か
なり遠い世界が続いているような気がし
ます。「今、大学は一体何をする場なの
か？」と考えた時、知識を伝達したり、
授受するだけなら、かなりネットからとれる時代になっています。なんでもちょっと
検索すれば出てきてしまうし、ｅラーニングもあります。なんで生身の人間がわざわ
ざ集まっているのか、その意味をもっと考えていく時代だと思います。僕なりの想い
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は「対話」と「学び合い」の世界へ。生身の対話、相互の刺激で「生きること」と「学
び合い」への意欲をこそ引き出そう。その時、ワークショップやファシリテーション
の活用はとても重要になってくると思っています。「教える」より「学び合う」場を
創ろうという気持ちでやっております。ありがとうございました。

ディスカッション

司会：
それではこれから意見交換やディスカッションをさせていただきたいと思います。

ご参加の先生方にお考えいただく時間の間に今日、お話をいただきました先生方に相
互にどう思われたのか、ここは共通だったとか、ここはどうだったんですかと交換し
ていただいて、その間に質問等をお考え願うということで。大森先生から。

大森：
中野先生のお話、大変勉強になりました。ありがとうございました。僕、「えんたくん」

に興味をもって、ぜひ使ってみたいと思うのですが、お金はどうしているのかなとい
うことと、片づけをどうしているのかと気になったのですが。

中野：
重くはないのですが、大きいので大変です。タクシーにも乗りません。直接送って

もらった後は授業が良心館だったりするので、研究室から工夫して自転車のペダルに
ダンボールを乗っけて押して運んだり、大変苦労しています。力もちの若い男性に担
いでもらったり。結構ドタバタやっております。

使い捨てではないですから。普通のダンボールで紙だけは別で載せているんです、
模造紙で。20枚と20枚のセット7000円くらいで、「えんたくん」で検索するとトップ
で三ケ日紙工がやっていまして送ってもらうのはいいんだけど、動かすのが大変で、
もっと小さいのをつくれとか折り畳み式とか試行錯誤しています。（→以後、折り畳
み版ができました。）

大森：
なるほど。本当に大変勉強になりました。早速使いたいなと思います。あとは結構、

考えていることが似ているなと思っていて多分、準備をものすごくされているんだな
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ということを、話を聴きながら思いました。また、先生が、授業を楽しんでいらっしゃ
るんだなというのが、よくわかった気がします。

中野：
コンテンツの準備よりも段取りの準備で、イベントやっているみたいな感じです。

大森：
同じですね。僕たちはグループをつくるにも、ここをこうしてとか、教室前にグルー

プ表を貼って、そこに座ってねとやっています。

中野：
政策学部に２年前に来た時に「政策学入門」とか出てみたんです。どんなにいい話

をしていてもやっぱり無理と。90分、話を集中しながら聴くのは無理で途中、カクッ
と眠けがきたし、ざわざわしてるし、こうならないようにするにはどうしようと思っ
て。

大森：
僕も、そう思うんです。学生は朝からずっと教室にいて座っている。ずっと聴いて

いるんですね。いや大変だろうなという気がして。

中野：
生活リズムがむちゃくちゃですから、寝ている時間も食べるものもひどいので、そ

こからやらなきゃと思いますよね。

宿久：
感銘を受けたとしか、言いようがないのですが、今は少なくともたくさんの院生と

かを抱えているので、我々の学部には実習助手というシステムもありまして非常勤嘱
託職員の形で何名か近隣の大学のドクターレベルの学生とかポスドクの方を雇ってサ
ポートしてくれるんですね。たくさんのTAを入れてやるので力技をやろうとすると
スタッフの力でやれるんですが、今はそれを、ほとんどお一人で回されている。
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中野：
前の授業が終わる頃に教室に行って「ちょっとこれから番号札を置くから手伝って」

と早く来ている学生に頼んでいるんですね。学生が前から置いていってくれている。
去年はTAで固めていましたが、一緒につくるというので学生を引き込まないといけ
ないと思って、今回はボランティアで、前の授業が空いていて熱心に手伝ってくれる
３人が、くじを一緒につくったり、段取りをしています。彼らもやればやるだけ学び
があるので、こういう状況を整えてから、「どうぞ」という感じで扉をひらきます。

大学の先生方は専門のことはよく研究されてこられているのに、教え方については
どこでトレーニングされたり、学ばれるんだろうかと。僕自身、ここへ来た時に何も
オリエンもなく、放り出されて。ワークショップをやっていたので、できるだろうと
思ったんですが、学部は最初はびっくりするくらいの姿勢で驚いたんです。お話を伺っ
ていて「班に分けて」というのはいい、一緒にやったら寝ないし、楽しさも出てくる。
どうやって班を分けるのかと気になって休み時間の時に伺って、いろいろ工夫されて
いる、なるほどなと。今日はこういう場があっていいなと。試行錯誤を皆さん、やっ
ていらっしゃると思うんです。それを共有して、もっとお互いが学び合える、教員同
士が、という場がないと学生にもうまくできないよなと思ったりしました。

フロア：
グローバル・リソース・マネジメントで理工の担当をしています。教えた経験がな

くて、ユネスコの国際機関にいて20年ぶりに日本に戻ってきて、こちらでお世話になっ
ています。理系ですが、先生がしゃべって、それだけというイメージがあったので、
息子にも「日本の大学は面白くないから行くな」と言っていたんですが、今日のお話
を聴いて嬉しく思いました。特に「教える知識を少なくする」、とてもすごいなと思
いました。理工の学生から「インプットばかりでされていてアウトプットの機会がな
くて」というコメントを受けたことがあったので、20年ぶりの状況に感銘を受けまし
た。このような機会を何度もつくっていただければと思います。

フロア：
社会学部です。大森先生のお話で「教える知識をいかに少なくするか」がポイント

かなと思って、中野先生のお話で「大学は何をするところか？」。ある意味、すごく
リアルな提案で、知識の伝達への重点を変えないと授業のあり方は変わらないだろう
と。統計学ですと、かなり定まった体系があって「これだけ教えたい」というものが
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あった時、４時間のものを1.5時間になっていると。最終的にはとんとんになると。こ
のやり方を導入する以前と以後で、統計学検定をとった人が何％とか違いが増えたの
か、変わらないのか、下がったのかというデータはございますか？

宿久：
データは定量的なものに関しては、統計検定が始まってからこの講義を受けるよう

になっているので、１年秋学期に２級をとってしまうような伸びている学生もいれば、
標準的にいうと１年生秋に３級くらい、２年生で２級くらいいけるくらいのカリキュ
ラムにはなっています。今回は我々の学部が全国的にもリッチなカリキュラム体系を
とっているので、できているところがあります。全体の分量より、どのレベルをター
ゲットにしているか、もとの講義が上積みをターゲットにしているので、１期生は大
学の助教級を何人も出しているような、他大学にも行っているという、手をかけた分
だけ、そういう人たちもいます。今の学生たちがどうなっていくかはわからないです。
ただ卒業研究の反応は当然、こちらがいいですし、最初にこれでいくとモチベーショ
ンが高いので、後から積まれても門前払いをする学生は確実に減ります。60％くらい
はつかんでいるなというのが、私の主観ではあります。ただ上積みは吹きこぼれてい
ます。落ちこぼれが確実に出ていて気になっていますが、別の面で拾えていますので。
我々が勝手に回っているわけではなく、学生たちはやっぱり見ている。そういう学生
たちに声かけをやったり、２回生が声をかけてくれて、今年は１回生が勉強会にきて
いるとか、１、２、３回生が同じ統計の勉強会にいるとか。そういう変化は出ています。
定量的なことはこれから追いかけないといけないなというところです。

大森：
どう変わったかはわからないですけど、レベルは変えていないんです。初めの年が

終わって変えようと考えたとき、「難しすぎる」くらいなら「レベルを落そう」と思っ
たんですが、多分、レベルを落としても変わらないんですね。同じやり方を丁寧にやっ
てもレベルを落としてもだめだろうということが、はじめの年にわかったことなので
す。「レベルは落さなくていいんだ、丁寧にどこまでできるか」ということなので「余
計なものを減らそう」という発想になりました。今は見ているTAが「羨ましい」と言っ
てくれるような授業をやってやろうじゃないかという気分でやっています。手は抜い
てないし、大学院生にも楽しんでもらえるような授業をつくっているつもりです。
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宿久：
普通だったら「これも教えます」というところを、より本質的に「こっちやね」と

いうのをしっかり教えるという。「こっちの分はやればできるから自分でやりなさい」
と。教科書でやれますので。今までは「これもやるし、これもやる」とやっていたん
ですけど。そこは僕から見ると今日のレジュメも「惜しいな。プリントにあるのに、
なぜ言わないの？」と、そこはグッとこらえて。半分に近いと思います。

フロア：
そうすると「カリキュラムを、いかにつくるか。何を教えるか」の見極めが大変で

すよね。

大森：
その通りです。だから毎年変わっちゃうんです。

フロア：
社会学部です。中野先生はグループワーク分けにエネルギーを使ってされている。

最初にグループワークを始めるのにグループを分ける作業が結構、大変だと。学生と
先生の距離感でグループ分けをしようというのも躊躇いがあるかなと。自分の授業に
出てくる学生を見ていると。躊躇いがある部分をどう克服されたのか。アドバイスが
あれば。

中野：
自由に座っていて「隣の人と４、５人でグループをつくってください」といっても、

ちゃんと動かないですね。平気で避けたり、一緒になっても言われた通り、話さなかっ
たり。びっくりしたんです。だから最初に教室の入り口でやるしかないと、そこまで
準備してやっています。

大森：
僕はアイスブレークが大切だなと思っています。グループ分けを、とにかくやって

みようと思って「奇数列の人、後ろ向いてね。はい、４、５人で話してみよう」と。
ノリがいいグループはアッという間にできるんです。気の合った人たちと。躊躇いが
あるグループはノリが悪くて、私たちから何か言おうとしても、あまりうまくいかな
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いんですね。だから話せる環境をつくることが大切で、アイスブレークは授業で学問
の中身を教えるには何の役にも立たないけど、結果的にものすごく役に立っていると
いう気がします。

フロア：
大森先生達の授業でグループワークを入れられたのはいつからですか？

宿久：
初めからです。我々の学部はアドバイザークラスとして教員が何人か学生を持つと

いうのがあって、アドバイザークラスで助け合うことができればいいなと思って、ア
ドバイザークラスごとに初めからつくっています、グループ分けは。別の機会でもア
ドバイザーごとに会えるような仲間になっている。春学期はつくっていて、秋学期は
学生に言っていませんが、春学期のテストの点数をソートしてバランスがとれるよう
にグループを組んでいます。いい点数の学生と悪い点数の学生がグループを組めるよ
うにして「これでいこうね」とやっています。

中野：
50人くらいの授業があるんですけど、机を動かして最初は一つの輪になる。グルー

プ分けする時は50人を３人ずつで割ると17グループができる。１から17の番号をかけ
て「同じ番号の人が集まって」と、その場でできる。機械的だけど、出会いの期待感
を持たせてやるという、ある種、バサッとやらないと、なかなか難しいなと思ってい
ます。

フロア：
グローバル地域文化学部です。今回、学生たちに話させたり、発表させたりしてい

ますが、グループは一回決めて固定にしていたので、飽きてきたり、うまくいかない
こともある。毎回工夫してその場でグループをつくっていけば、うまくいくんだなと。
アメリカの学会で発表した時、「時間が足りないのでディスカッションにしよう」と
なって。司会の人は何も準備してなくて院生の若手の人たちがいて、アメリカに留学
しているような。その人たちは活発に議論を始めて、流れは司会の人がつくる。それ
でもできてしまうというのを見た時、先生がセッティングをして盛り上がるようにし
てできるという、アクティブ・ラーニングなのかなと思いますが、それについての意
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見をいただければ。

中野：
ちょっと状況がよくわからなかったんですが、アメリカでは放っておいてもできる

ことが日本はこんなに手をかけないとできないのはいかがなものかと。まさにそうで
す。サンデル先生がきても日本では、あのようにならないですよね。ファシリテーショ
ンのジレンマは、場を整えれば整えるほど、育もうと思っていた主体性が、ファシリ
テートされることに慣れていくと、０から気づく力がなくなることです。ファシリテー
トしすぎは要注意となってくるんですが、最初は整えるが、だんだんゆるめていく。
グループも最初は３回とか固定していくんですが、今はその場でつくったり、だんだ
んゆるめていく。最初は綿密に、ファシリテーションというよりもディレクション、
それをゆるめていってファシリテーションして、最後は自ずから、みたいな場にして
いきたいなと思っています。

大森：
フィードバックコメントの時に「グループを変えてください」ということがあるん

です。だから変えたら、今度は学生から「頻繁に変えるのは、やめてくれ」とクレー
ムがきてしまって、やめたというのがありますね。一旦、話せる環境をつくってしま
えば他のグループにいってもそれができるんだという自信がつくんじゃないかと思う
んですね。日本がだめだというのは、それに慣れてないということではないかという
気がします。今日も宿久先生と一緒に授業をやってきたんですけど、秋学期の第10回
でも手が挙がって「あててくれ、あててくれ」で、我々の方がびっくりするくらいで、
どうしてこんなになったのかなと。

宿久：
多少言いますとインセンティブはついているんです。挙げて指されると少しずつ点

が乗っかっていく。一つはグループに運命共同体的なものを与えてあげると「グルー
プで全部終わったら流れ解散OKです」と僕は演習の時間にやるんだけど、１人じゃ
帰しません。グループの学生が全部終わって帰るとか。固定のグループのよさ、助け
合いで伸びていく、「グループで成長していきましょうね」というのも多少、仕組み
として入れている。ただ手が挙がるのではなく、挙げると少しはメリットがあるとい
うことで、なおかつ「なぜ指されないのですか？」というコメントがあって。満遍な
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くやろうとすると、どうしても偏るので。多少雰囲気づくり、ゲーム的なところも１
回生だとのってくれて、ありがたいというところです。

司会：
ありがとうございました。お話がつきないと思いますが、今日、お話しいただいた

中で、みなさま方の日頃の工夫に頭を悩ましておられる点、ご苦労を、みなさまで情
報共有ができたのではないかと思っています。今回初めてこういう形で開催させてい
ただきましたが、今日きていただきました今出川校地、京田辺校地の先生方は私ども
のセンターにとりましては宝物のような先生方で、これを定期的に続けていって情報
共有して、少しでもFDが進展してアクティブなラーニングが広がっていくように私
どもも努力したいと思います。教室が動きにくいという話が出ていました。良心館の
設計に途中からかかわって、教室が動かないな、せめて教室外で動けるようにラーニ
ング・コモンズをつくりましょうと、執行部にもご支援をいただいて何とか授業外で
はつくれたということですが、どんどん教室の中も変えていきましょうという声も出
てくるかと思いますので、こうした積み重ねを続けていきたいと思います。

学習支援・教育開発センターの宣伝をさせていただきます。教育改善にかかわる資
料などは学習支援・教育開発センターで購入して並べてお使いいただけるようにして
おります。リストはウェブ上にもありますので、ぜひお声かけをいただきたいと思い
ます。今日は学内の情報共有のワークショップですが、学外で開催されているものに
どういうものがあるかも、ウェブ上でアナウンスしています。ご希望があればセンター
の方で旅費と参加費を負担させていただきます。そうした活動も行っておりますこと、
先生方にお伝えさせていただきたいと思います。

第１回の授業デザイン研究会でしたが、今後もご協力をいただきたいと思います。
それでは今日、お話しいただきました３名の先生方に拍手でお礼を申し上げて終了し
たいと思います。どうもありがとうございました。今出川校地、京田辺校地の先生方、
ありがとうございました。
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